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　11 月 27 日に行われた普代小学校５
年生の新巻鮭作り体験での一場面。「目
までしっかり塩をすり込んで」とアド
バイスを受けた児童たちは、熱心に塩
のすり込み作業を行い、新巻鮭の完成
に期待を込めました（関連記事６㌻）
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新
成
人
24
人
が
臨
ん
だ
成
人
式

ふ
る
さ
と
普
代
会
が
30
周
年

待
望
の
沢
山
橋
工
事
完
了

３
年
経
て
、
白
井
ト
ン
ネ
ル
貫
通

ふ
だ
い
ま
つ
り
、
華
や
か
に

沢山橋の改良工事が完了（７月）

広報から拾った
主な出来事

回顧2018年
（平成30年）

約３年４カ月を経て白井トンネル貫通（10 月 23 日）

成人式には新成人24人が出席しました（１月５日）

ふるさと普代会 30 周年記念総会をくろさき荘で
開催（８月 12 日）

大阪府の追手門学院大学の学生が普代村の地方創
生について提案（３月７日）

平成 30 年度緑の村こどもまつり（５月５日）

小中合同の文化祭「普代スクールフェスタ
２０１８」（10 月 13 日）

平成 30 年度ふだいまつり（９月７～９日）

　

▼
村
漁
協
魚う

お

市い
ち

場ば

初
売
式
（
４

日
）
▼
平
成
30
年
村
成
人
式
（
５

日
・
新
成
人
24
人
出
席
）
▼
平
成

30
年
普
代
村
新
年
交
賀
会
（
５
日
・

約
１
０
０
人
出
席
）
▼
消
防
団
出

初
式
（
７
日
・
約
１
１
５
人
参 

加
）
▼
普
代
村
・
田
野
畑
村
連
携

事
業
と
し
て
講
演
会
「
地
方
の
活

力
は
体
験
交
流
か
ら
～
民
泊
の
ス

ス
メ
～
」
開
催
（
24
日
、
約
30
人
）

▼
高
規
格
救
急
自
動
車
を
村
で
購

入
（
30
日
）

　

▼
平
成
29
年
度
教
育
振
興
運
動

推
進
大
会
（
10
日
・
約
１
１
０
人
）

▼
福
祉
バ
ス
を
村
で
購
入
（
20
日
）

▼
普
代
小
５
年
生
に
よ
る
サ
ケ
の

稚
魚
へ
の
給
餌
体
験
及
び
ふ
化
場

見
学
（
23
日
）

　

▼
「
普
代
村
地
域
創
生
に
関
す

る
報
告
会
～
ふ
だ
い
の
明
日
を
考

え
る
～
」
で
大
阪
府
追
手
門
学
院

大
学
の
学
生
が
村
活
性
化
の
た
め

の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
（
７
日
、
約

30
人
）
▼
「
防
災
を
考
え
る
日
イ

ベ
ン
ト
」
開
催
（
11
日
、
約
30
人
）

▼
鹿
島
建
設
株
式
会
社
、
戸
田
・

大
豊
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
、
田
野
畑
・
尾
肝
要
普
代
道
路

連
絡
協
議
会
の
村
へ
の
地
域
貢
献

活
動
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
（
28

日
）

　

▼
村
の
平
成
30
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
28
億
１
７
０
０
万
円
▼

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
６
～

15
日
）
▼
村
内
一
斉
の
ご
み
拾
い

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
（
８

日
）
▼
普
代
小
中
学
生
に
よ
る
合

同
の
津
波
避
難
訓
練
（
19
日
）
▼

平
成
30
年
度
村
消
防
団
特
別
点
検

（
29
日
）

　

▼
緑
の
村
こ
ど
も
ま
つ
り
（
５

日
）
▼
普
代
小
・
中
学
校
で
運
動

会
、
体
育
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
（
普

代
中
体
育
祭
19
日
・
普
代
小
運
動

会
26
日
）
▼
普
代
小
５
年
生
が
田

植
え
を
体
験
（
31
日
）

　

▼
歯
の
健
康
講
座
（
６
日
）
▼

県
内
の
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
子
ど
も
園
と

普
代
小
に
人
権
の
花
を
寄
贈
（
８

日
）
▼
普
代
小
３
年
生
に
よ
る
社

会
科
見
学
（
15
日
）
▼
一
戸
小
の

５
年
生
に
よ
る
宿
泊
研
修
（
28
、

29
日
）

　

▼
軽
米
中
の
１
年
生
に
よ
る
復

興
教
育
学
習
が
村
内
各
所
で
開
催

（
３
日
）
▼
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
化
月
間
に
合
わ
せ
、

普
代
中
の
生
徒
が
一
日
保
護
司
に

任
命
（
４
日
）
▼
第
１
０
０
回
全

国
高
校
野
球
選
手
権
岩
手
大
会
で

銀
次
選
手
が
現
役
プ
ロ
初
の
始
球

式
（
６
日
）
▼
沢
山
橋
の
改
良
工

事
が
完
了

　

▼
戦
没
者
追
悼
式
（
６
日
）
▼

ふ
る
さ
と
普
代
会
30
周
年
記
念
総

会
を
く
ろ
さ
き
荘
で
開
催
（
12
日
）

▼
普
代
中
よ
り
西
日
本
豪
雨
災
害

義
援
金
手
交
（
22
日
）
▼
第
42
回

出
光
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ
ア
ル

大
会
が
岩
手
県
内
の
11
市
町
村
で

行
わ
れ
、
村
で
は
キ
ラ
ウ
ミ
で
開

催
（
25
日
）
▼
普
代
浜
園
地
キ
ラ

ウ
ミ
で
ベ
ア
レ
ン
ビ
ア
フ
ェ
ス
ト

in
ふ
だ
い
開
催
（
26
日
、
約
２
０

０
人
）

　

▼
村
に
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
ふ

だ
い
ま
つ
り
開
催
（
７
～
９
日
）

▼
平
成
29
年
度
の
一
般
・
特
別
会

計
決
算
額
は
41
億
４
９
３
６
万
円

（
18
日
〜
20
日
の
村
議
会
で
認
定
）

▼
鵜
鳥
神
楽
定
期
公
演
「
神
楽
の

日　

青
の
国
編
」
が
開
始
（
16
日
）

▼
平
成
30
年
度
普
代
村
敬
老
会

（
21
日
）
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
・
街

路
灯
整
備
工
事
が
完
了
（
21
日
）

▼
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
運
動
会

（
29
日
）

　

▼
普
代
小
中
合
同
の
文
化
の
祭

典
「
普
代
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
８
」
（
13
日
）
▼
三
陸
沿
岸

道
路
の
う
ち
、
野
田
久
慈
道
路
の

道
路
と
な
る
白
井
ト
ン
ネ
ル
貫
通

（
23
日
、
約
１
２
０
人
）
▼
第
25

回
北
緯
40
度
は
ま
ゆ
り
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
初
め
て
国
道
で
開
催
（
27

日
）

　

▼
平
成
30
年
度
中
学
生
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
表
彰
式
（
３
日
）

▼
第
37
回
交
通
安
全
村
民
大
会

（
３
日
）
▼
平
成
30
年
度
普
代
村

文
化
祭
（
３
、
４
日
）
▼
第
28
回

学
校
保
健
大
会
（
16
日
）
▼
「
華

の
ま
ち
・
普
代
村
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
最
終
年
度
の
河
津
桜
記
念
植
樹

式
（
18
日
）

１ 

月

２ 

月

３ 

月

４ 

月

５ 

月

６ 

月

７ 

月

８ 

月

９ 

月

10 

月

11 

月

▲︱

▲︱
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ロ
を
達
成
し
た
普
代
中
学
校
３
年

金
子
ひ
と
み
さ
ん
は
「
大
変
う
れ

し
く
、
歯
磨
き
の
習
慣
を
つ
け
て

く
れ
た
両
親
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
も
、
自

分
の
歯
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

一
日
三
回
の
歯
磨
き
を
欠
か
さ
ず

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

喜
び
と
お
礼
を
述
べ
、
口
腔
内
の

健
康
へ
の
決
意
を
力
強
く
誓
い
ま

し
た
。　

続
い
て
村
給
食
セ
ン

タ
ー
の
中
塚
晶
子
栄
養
教

諭
が
「
ふ
だ
い
っ
子
の
食

を
考
え
る
～
参
加
者
の
声

で
つ
く
る
ギ
モ
ン
解
決
セ

ミ
ナ
ー
～
」と
題
し
講
演
。

中
塚
さ
ん
は
「
時
代
が
進

む
に
つ
れ
て
食
べ
物
が
飽

和
状
態
に
な
り
、
最
近
で

は
写
真
を
撮
っ
た
あ
と
の

図画・ポスターコンクール入賞者と虫歯ゼロの児童生徒が表彰されました

中塚栄養教諭は食の大切さにつ
いて講演

アンコールも起こった年長組のダンス「U.S.A」

｢僕の名前は…」大きな声で立
派に自己紹介をしました

熊谷さん功労者知事表彰
公衆衛生活動に尽力

　平成 30 年度公衆衛生功労者知事表彰式

が 11 月６日、花巻市のホテル志戸平で行

われ、堀内の熊谷善雄さん（76）が公衆衛　　　

生功労者知事表彰を受けました。

　熊谷さんは、平成 17 年１月から村公衆

衛生班連合会として積極的に公衆衛生活動

に貢献。多年にわたり地区衛生組織の育成

強化、公衆衛生の向上に尽力し、現在も同

連合会会長として活躍しています。

行政連絡員会議で柾屋村長より表彰を受ける
熊谷さん

ふだいのわだい

村
さん
瑞
宝
双
光
章
受
章

約
22
年
の
人
権
擁
護
活
動
の
歩
み

和

会
、
岩
手
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
に
お
い
て
も
役
職
を
務
め
る
な

ど
積
極
的
に
地
域
住
民
の
人
権
擁

護
と
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

 

和
村
さ
ん
は
「
普
代
村
と
い
う

小
さ
な
村
か
ら
こ
の
よ
う
な
栄
誉

あ
る
章
に
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

は
、
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
。
地
元
の
方
々
の
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
11
月
３
日
付
で
平
成

30
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表

し
、
村
か
ら
和
村
淑し

ゅ
く
こ子

さ
ん
（
70

歳
＝
中
央
区
）
が
瑞
宝
双
光
章
の

栄
に
輝
き
ま
し
た
。

 

和
村
さ
ん
は
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
を
委
託
さ
れ
た
平

成
８
年
か
ら
現
在
ま
で
の
約
22
年

に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
従

事
。
人
権
啓
発
活
動
、
人
権
相
談

事
件
、
人
権
侵
犯
事
件
の
適
正
・

迅
速
な
調
査
に
常
に
全
力
を
傾
け

つ
つ
、
宮
古
人
権
擁
護
委
員
協
議

「支えてくれた方々の協力のおかげです」と話す和村さん

咲く海辺に思い馳せ
河津桜植樹で「華のまち・普代村」へ

桜

出席者は健やかな桜の成長を願い植樹しました

　

「
華
の
ま
ち
・

普
代
村
」
構
想
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
河
津

桜
記
念
植
樹
式
が

11
月
18
日
、
普
代

浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ

内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
に
は
静
岡
県

河
津
町
の
岸
重
宏

町
長
や
柾
屋
伸
夫

村
長
を
は
じ
め
と

し
た
村
職
員
な
ど

約
30
人
が
出
席
。

式
典
で
は
河
津
町

役
場
か
ら
１
２
５

本
分
の
河
津
桜
の

苗
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
株
式
会
社
東
北

復
興
推
進
室
か
ら
植
樹

用
支
枠
が
贈
呈
さ
れ
、

同
町
の
岸
町
長
と
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
㈱
の
佐
藤
孝

東
北
復
興
推
進
室
長
が

そ
れ
ぞ
れ
柾
屋
村
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

岸
町
長
は
「
桜
の
成

長
と
と
も
に
多
く
の

方
々
が
普
代
を
訪
れ
る

こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
大
き
な
花
が
咲
く

こ
と
を
深
く
願
っ
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
、
柾
屋
村
長
は

「
こ
の
ご
支
援
を
震
災
の
教
訓
と

と
も
に
決
し
て
忘
れ
ず
、
河
津
桜

を
大
事
に
育
て
な
が
ら
、
地
場
産

業
、
経
済
の
活
性
化
に
活
か
し
て

ま
い
り
ま
す
」と
お
礼
。
そ
の
後
、

出
席
者
の
皆
さ
ん
は
美
し
い
河
津

桜
が
咲
き
誇
る
普
代
浜
園
地
を
思

い
描
き
な
が
ら
植
樹
し
ま
し
た
。

今
回
植
樹
し
た
桜
は
来
年
４
月
上

旬
に
開
花
の
見
通
し

し
で
す
。

　

総
務
省
の
支
援
事

業
を
活
用
し
て
平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
こ
れ
が
最
終
年

度
。
こ
れ
ま
で
に
普

代
浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ

な
ど
村
内
９
カ
所
へ

植
樹
し
て
お
り
、
今

後
の
観
光
交
流
の
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。

食
べ
物
は
口
を
つ
け
ず
に
捨
て
る

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
」
と
時
代
と
食
の
関
わ
り
方
の

変
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
心
の
大
切
さ
を
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の

食
事
の
量
や
習
慣
な
ど
参
加
者
か

ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
専

門
的
な
視
点
か
ら
回
答
し
、
保
護

者
に
寄
り
添
い
ま
し
た
。

　

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
表
彰
さ
れ
た
児
童
生
徒
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
◇
小
学
校
図
画
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
新
田
航
輝
（
普
代
小
２
年
）

▽
優
秀
賞
…
前
川
藍あ

い

志じ

（
同
）　

熊
谷
野の

の

は

乃
花
（
同
）
▽
佳
作
…
柾

屋
慎
太
郎
（
同
）　

深
渡
紗さ

な那

(

同
）　

大
上
紗さ

え衣
（
同
） 

 

◇
同
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
該
当
者
な
し
▽
優
秀
賞
…
金

子
葵
（
普
代
小
校
５
年
）　

上
神

田
美み

ほ峰(

同
）
▽
佳
作
…
髙
橋
凜

（
同
）　

畠
山
美
咲(

同
）　

片
座

安あ

み望
（
同

　

◇
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最

優
秀
賞
…
髙
橋
風
花(

普
代

中
２
年
）
▽
優
秀
賞
…
熊
谷

愛（
同
）　

小
屋
敷
香か

じ
ゅ樹(

同
）

▽
佳
作
…
道
下
歌
乃
（
同
） 

　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
健
康

を
願
い
11
月
22
日
、
第
28
回
学
校

保
健
大
会
が
普
代
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
児
童
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
。
「
歯
・
口
腔
の
健
康
」
に
関

す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
15
人
と
「
む
し
歯
ゼ

ロ
」
の
児
童
生
徒
64
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
む
し
歯
ゼ

し
歯
ゼ
ロ
達
成
者
64
人

第
28
回
普
代
村
学
校
保
健
大
会

む

　

は
ま
ゆ
り
子
ど

も
園
（
長
坂
孝
志

園
長
、
園
児
74
人
）

の
生
活
発
表
会
が

12
月
８
日
、
同
園

の
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

華
や
か
な
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
園

児
た
ち
は
、
照
れ

な
が
ら
も
一
生
懸

命
に
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
多

様
な
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
披
露
。
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
保
護
者
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

は
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
し
た
園
児
た
ち
は
、
そ
の
後

大
き
な
声
で
自
己
紹
介
。
堂
々
と

自
分
の
名
前
を
言
う
と
、

「
大
き
く
な
っ
た
ら
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
に
な
り
た
い
で

す
」
「
１
年
生
に
な
っ
た

ら
テ
ス
ト
で
１
０
０
点
と

り
た
い
で
す
」
と
保
護
者

た
ち
へ
成
長
し
た
姿
を
見

せ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
は
、
来

年
に
小
学
校
１
年
生
と
な

る
年
長
組
の
園
児
た
ち
か

ら
「
た
く
さ
ん
の
拍
手
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
」と
お
礼
が
伝
え
ら
れ
、

会
場
に
は
大
き
な
拍
手
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

気な歌や踊り披露
子ども園生活発表会

元
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育
む
こ
と
を
目
的
に
県
が
開
催
。

　

講
師
の
岩
手
医
科
大
学
の
赤
坂

博
教
授
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も

何
も
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
心
が
あ
っ
て
、
周

り
の
接
し
方
が
と
て
も
重
要
で

す
」
と
話
し
、
認
知
症
の
人
に
手

を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
と
講
演
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
矢
巾
町
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
お
た
す
け
劇
団
に

よ
る
演
劇
を
鑑
賞
。
生
徒
た
ち
は

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
演
出
に
時
折

笑
い
声
を
上
げ
な
が
ら
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
理
解
と
接
し
方
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

普
代
中
学
校
で

11
月
５
日
、
「
孫

世
代
の
た
め
の
認

知
症
講
座
」
が
行

わ
れ
、
生
徒
ら
約

60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
講
座
は
、
中

学
生
が
認
知
症
に

つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
誤

解
や
偏
見
を
な
く

し
、
祖
父
母
や
近

所
の
高
齢
者
に
対

す
る
思
い
や
り
や

い
た
わ
り
の
心
を

で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
と
、
顔

上
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
も
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　

友
情
出
演
の
宮
城
社
さ
く
ら

会
は
琴
で
「
砂
山
」
、
「
ロ
シ
ア

民
謡
集
」
、
「
豊
年
太
鼓
」
の
３

曲
を
披
露
。
優
美
な
音
色
で
ス

テ
ー
ジ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
は
「
村
に

新
し
い
文
化
の
鼓
動
を
広
げ
よ

う
」と
平
成
５
年
５
月
に
結
成
。

「
舞
太
鼓
あ
す
か
組
」
主
催
の

飛
鳥
大
五
郎
先
生
指
導
の
も
と

稽け
い

古こ

や
公
演
を
積
み
重
ね
、

現
在
で
は
村
内
外
で
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
（
嘉
藤
明
男

会
長
）
の
25
周
年
記
念
公
演
が
11

月
25
日
、
久
慈
市
ア
ン
バ
ー
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
観
客
は
約

７
０
０
人
。
嘉
藤
会
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
聴
き
手
の
心
に
響
く
よ
う

な
和
太
鼓
を
披
露
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
「
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
」

や
「
波は

涛と
う

の
響
き
」
、
「
轟
」
な
ど

10
曲
を
披
露
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

和
太
鼓
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
迫
力

の
鼓
動
と
と
も
に
高
く
響
く
か
ね

や
笛
の
音
色
で
観
客
を
圧
倒
し
、

一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
な
ば
ち
さ
ば
き

講演や演劇で認知症への学びを深めました

漁協職員や保護者と協力し鮭をさばく海づくり少年団

熱のこもった迫力満点の演奏で観客を魅了したふだい荒磯太鼓

友情出演のさくら会は優雅な琴の音色を響かせました

30 年の思い出とともに美しい歌声を響かせました

磯太鼓の鼓動轟く
25 周年記念公演開催

荒

と
た
っ
ぷ
り
の
塩
を
鮭
全
体
に

す
り
込
み
、
新
巻
鮭
の
完
成
に

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

体
験
の
最
後
に
は
指
導
し
た

職
員
ら
に
「
魚
を
さ
ば
く
の
は

難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た

で
す
」
「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど

児
童
た
ち
一
人
ひ
と
り
か
ら
感

想
と
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。

　

普
代
小
学
校
（
畠
山
剛
校
長
、

児
童
１
０
５
人
）
の
５
年
生
23
人

で
組
織
す
る
海
づ
く
り
少
年
団
が

11
月
27
日
、
太
田
名
部
漁
港
で
新

巻
鮭
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
魚
を
さ
ば
く
作
業
で

は
、
多
く
の
児
童
が
苦
戦
し
な
が

ら
も
漁
協
職
員
や
保
護
者
の
協
力

の
も
と
内
臓
を
取
り
出
し
、
丁
寧

に
水
洗
い
。
続
く
塩
の
す
り
込
み

作
業
で
は
「
お
い
し
く
な
れ
～
」

知症への理解深める
孫世代のための認知症講座

認
巻
鮭
の
完
成
に
期
待

普
代
小
５
年
が
新
巻
鮭
づ
く
り
体
験

新

ふだいのわだい

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

７
部
構
成
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
「
敗
れ
し
少
年
の
歌
へ
る
」

や
「
お
母
さ
ん
元
気
で
す
か
」
、「
ふ

る
さ
と
に
お
く
る
愛
の
歌
」
な
ど

10
曲
を
披
露
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
同
コ
ー
ラ
ス
と
と
も
に
歩
ん
だ

恩
師
た
ち
も
出
演
。
思
い
出
を
語

り
な
が
ら
、
集
ま
っ
た
聴
衆
約

１
０
０
人
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
ピ
ア
ノ
や
フ

ル
ー
ト
の
独
奏
、
ゲ
ス
ト

に
迎
え
た
洋
野
町
の
大
野

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
合
唱
団

も
観
客
を
魅
了
。
コ
ン

サ
ー
ト
の
最
後
は
「
大
地

讃
頌
」
を
出
演
者
み
ん
な

で
合
唱
し
、
喝
采
の
中
約

二
時
間
半
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ー
ラ
ス
は
平
成
元

年
に
３
村
の
合
唱
団
が

「
こ
の
地
域
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
も
う
」
と
結
成
。

今
日
ま
で
欠
か
す
こ
と
な

く
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

普
代
村
、
野
田
村
、
田
野
畑
村

の
３
村
の
合
唱
団
で
構
成
す
る

コ
ー
ラ
ス
・
ラ
イ
オ
ッ
ト
風
（
金

子
泰
子
代
表
）
の
記
念
す
べ
き
30

回
目
の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月

23
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
「
遠
い
日

の
歌
」
で
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ

た
後
、
金
子
代
表
が
「
30
年
の
歩

み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

年
の
歩
み
振
り
返
る

ラ
イ
オ
ッ
ト
風
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

30太田ハツノさん祝 100 歳！
家族やうねとり荘職員が祝福

めでたく 100 歳の誕生日を迎えた太田ハツノさん

「鞍馬」で見せた義経と弁慶の手に汗握る対峙

鵜鳥定期公演が大盛況！
最終公演に観客約 80 人

特別養護老人ホームで 12 月５日、入所して

いる太田名部の太田ハツノさんがめでたく

100 歳の誕生日を迎ました。

　当日は家族や入所者、施設職員らがその長

寿を祝福。柾屋伸夫村長から祝い金と直筆の

色紙が手渡され、職員やご家族からもきれい

な花などが贈られると太田さんはうれしそう

に微笑み、参加者から暖かい拍手が送られま

した。

　これで平成 30 年 12 月５日現在の村内の

100 歳以上の人は７人となりました。

　国民宿舎くろさき荘で 11 月 18 日、今年度

最後で３回目の鵜鳥神楽定期公演「神楽の日　

青の国編」が行われました。

　公演には、これまでで最も多い約 80 人の

観客が来場。弘前や花巻からも多くの方が訪

れました。鵜鳥神楽保存会はおなじみの「恵

比須舞」のほか「天女」、「榊
さかき

葉
ば

」、「篁
たかむら

」、「鞍
くら

馬
ま

」など珍しい舞を披露。さらにゲストに迎

えた久慈市の山根神楽保存会は「権現舞」、

「三
さん

番
ば

叟
そう

」、「御
み

神
か ぐ ら

楽」を披露し、喝采の中今

年度の定期公演の幕を閉じました。
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12 月２日
のチャリテ

ィー演芸会
では３曲を

披

露しました

本はともだち
◆
幼
児
～
向
け

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
っ
て
き
く
と
お
く

り
も
の
を
お
も
い
う
か
べ
る
で
し

ょ
う
？
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
べ

つ
の
い
み
も
あ
る
の
で
す
。

　

じ
か
ん
と
は
な
に
か
、
い
ま
と

は
な
に
か
を
え
が
い
た
た
い
せ
つ

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

（
金
の
星
社
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
～
向
け

　

す
ぐ
れ
た
詩
人
の
名
詩
を
味
わ

い
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
名
詩

入
門
シ
リ
ー
ズ
。

　

宮
沢
賢
治
、
初
期
の
作
品
「
屈

折
率
」
か
ら
晩
年
の
「
雨
ニ
モ
マ

ケ
ズ
」
に
い
た
る
ま
で
、
年
代
を

追
っ
て
変
化
し
て
い
く
詩
風
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
あ
す
な
ろ
書
房
）

『
日
本
語
を
味
わ
う
名
詩

入
門
１　

宮
沢
賢
治
』

『
ま
い
に
ち
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
』

　「これからもよろしくお願いします」と笑
顔を見せる山王さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は久慈消防署普代
分署の山王力也さん (24) です。

マイフレンド  Vol.125M Y
F R I E N D

い
も
と　

よ
う
こ

萩
原　

昌
好　

編

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

『
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に
』

普代中吹奏楽部の３人も出演し堂々と演奏

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

☃図書室休室日のおしらせ☃

　年末年始は

12 月 29 日～ 31 日　　　　
１月１日～７日

　の期間お休みとなります。

『楽しむことが一番』

で
、
現
在
12
人
の
メ
ン
バ
ー
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
ご
ろ
か
ら
動
き
始
め
た
同

バ
ン
ド
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸

会
出
演
を
目
指
し
、
普
代
中
吹
奏

楽
部
３
人
と
と
も
に
約
２
カ
月
の

練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し

て
迎
え
た
12
月
２
日
、
新
体
制
後

初
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
昔
か
ら
な
じ

み
の
あ
る
曲
だ
っ
た
と
い
う
「
青

い
山
脈
」
な
ど
３
曲
を
披
露
。
ア

ン
コ
ー
ル
も
飛
び
出
し
、
観
客
か

ら
あ
た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
楽
器
が
や
り

た
い
」「
村
を
元

気
に
す
る
た
め
に

な
に
か
や
り
た

い
」
そ
ん
な
思
い

を
持
つ
村
内
有
志

の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
今
年
復
活
し

た
鳥
茂
農
村
青
年

音
楽
隊
、
通
称
と

り
も
バ
ン
ド
。
以

前
も
参
加
し
て
い

た
メ
ン
バ
ー
か
ら

楽
器
初
心
者
ま

とりもバンド

　

以
前
か
ら
メ
ン
バ

ー
と
し
て
活
動
し
、

現
在
バ
ン
ド
マ
ス
タ

ー
を
努
め
る
野
口
幹

夫
さ
ん
は
「
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
も
あ
る
中
で

短
い
練
習
期
間
で
し

た
が
、
ひ
と
ま
ず
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

山
王
力
也
さ
ん
は
久
慈
市
出
身

の
24
歳
。
今
年
４
月
か
ら
消
防
学

校
で
消
火
訓
練
な
ど
の
基
礎
を
学

び
、
10
月
か
ら
久
慈
消
防
書
普
代

分
署
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
分
署
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

庶
務
を
し
て
い
る
と
い
う
山
王
さ

ん
。普
代
で
勤
め
２
か
月
が
過
ぎ
、

「
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
」
と
仕
事

に
邁
進
し
て
い
る
様
子
。「
ま
だ

火
災
な
ど
の
現
場
に
出
た
こ
と
は

な
い
で
す
が
、
日
々
先
輩
の
経
験

談
な
ど
を
聞
い
て
、
多
く
の
知
識

を
吸
収
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
山
王
さ
ん
の
趣
味
は
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
。
小
学
校
３
年
生
か

ら
現
在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。「
ス

ノ
ボ
は
雫
石
あ
た
り
に
よ
く
行
き

ま
す
。
今
年
は
ま
だ
行
け
て
な
い

の
で
、
そ
の
う
ち
行
き
た
い
で
す

ね
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様
子
の
山

王
さ
ん
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
限

ら
ず
運
動
が
得
意
。
高
校
時
代
は

野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、
旅
行

に
行
っ
た
際
に
甲
子
園
で
高
校
野

球
観
戦
を
す
る
く
ら
い
今
も
変
わ

ら
ず
野
球
好
き
で
、「
野
球
を
す

る
と
き
に
は
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
気
合
十
分
の
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

結
婚
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
新

婚
旅
行
へ
行
き
た
い
で
す
。
ま
だ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
沖
縄
が

い
い
で
す
ね
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

家
で
映
画
を
見
た
り
、
外
へ
出

て
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

普
代
村
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
消
防
士
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

中
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

も
と
て
も
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
無
理
な
く
、
な
に
よ
り
も
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動

に
気
合
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
だ
動
き
始
め
た
ば
か
り
の
と

り
も
バ
ン
ド
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を

随
時
募
集
中
。「
昔
や
っ
て
い
た

楽
器
を
も
う
一
度
や
り
た
い
」
と

い
う
方
か
ら
「
楽
器
を
始
め
て
み

た
い
」
と
い
う
方
ま
で
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
。

　　　 ●営業時間　昼 : 要予約　夜 : 18：00～23：00
　　　 ●定 休 日　昼 : 日曜日・祝日・月曜日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637
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12
月
15
日
、
16
日
は
普
代
参
拾

伍
番
館
で
大
人
も
子
ど
も
も
集
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

と
「
あ
み
も
の
の
日
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

実
は
こ
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は

ど
ち
ら
も
「
こ
ん
な
こ
と
や
り
た

い
な
ぁ
」
と
い
う
希
望
を
村
内
の

方
と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
聞
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い

な
ぁ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば

実
現
に
向
け
て
協
力
し
ま
す
。

　

普
代
参
拾
伍
番
館
を
使
っ
て
も

い
い
で
す
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
他

の
場
所
に
移
し
て
も
О
Ｋ
で
す
。

私
自
身
が
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
考

え
た
こ
と
で
み
ん
な
が
楽
し
ん
で

く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
や
り
が
い

が
あ
り
、
幸
せ
で
す
よ
。
楽
し
い

こ
と
を
み
ん
な
で
楽
し
み
、
い
つ

も
の
生
活
に
楽
し
み
を
プ
ラ
ス
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
し
ゃ
べ
り
つ

い
で
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
44

　
参
拾
伍
番
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

修学旅行生を泊めて
普代村の未来に貢献

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休！8:00 から 20:00 まで

サンタが愛を届けますよ♡

29、30、31日は…
ローストチキン焼いてます！

中央区   三船製菓  ☎35－2020

15 日のクリスマス会ではみんなですごろくを楽しみました

「 お 肉 の 日 」
歳 末 大 売 り 出 し
「 お 肉 の 日 」
歳 末 大 売 り 出 し
新年 1～ 3日休業
４日は新年初売り！

滝澤きららさん
（久慈市・９歳）

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何

を
お
願
い
し
た
の

か
な
？
○広  

滝澤ひびきくん
（久慈市・７歳）

サ
ン
タ
さ
ん
大
忙
し
だ
ね
！

○広  

鈴木想來ちゃん
（久慈市・３歳）

雪
だ
る
ま
の
シ
ー
ル
か
わ
い

い
ね
！
○広  

大坪楓くん
（久慈市・３歳）

す
ご
く
上
手
に
か
け
た
ね
！

○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・２歳）

カ
ラ
フ
ル
だ
ね
！
○広  

中央区　電話  35−2045髙橋薬局
15錠 648円� 45錠 1,728円

今月は

　山
やま

火
び

隊員です

講　師：全国ほんものネットワーク会長
　　　　体験教育企画　代表　藤澤安良　氏
と　き：平成 31 年１月 12 日（土）
　　　　13：30 ～ 16：30
ところ：普代村役場大会議室

入場
無料

　全国で体験教育を
すすめる藤澤安良氏
をお招きし、都会の
修学旅行生との交流
を通じた地域活性化
に関する講演です。
どなたでもお気軽に
お越しください。

き
た
だ
し
ほ
ち
ゃ
ん
（
北
田

汐
帆
、
６
歳
）
か
ら
父
・
智
巳
さ

ん
、
母
・
由
希
子
さ
ん
へ

　

お
か
あ
さ
ん
は
か
わ
い
く
て
き

れ
い
で
モ
デ
ル
さ
ん
み
た
い
！
で

も
、
へ
ん
が
お
が
す
ご
く
お
も
し

ろ
い
ん
だ
。
お
か
あ
さ
ん
が
ね
て

る
あ
い
だ
に
お
へ
や
を
か
ざ
り
つ

け
し
て
、
あ
り
が
と
う
っ
て
や
っ

た
の
を
ま
た
や
り
た
い
な
！

　

お
と
う
さ
ん
は
と
お
く
で
は
し

を
つ
く
る
お
し
ご
と
を
し
て
い

て
、
た
ま
に
し
か
か
え
っ
て
こ
れ

な
い
よ
。
あ
さ
は
お
と
う
さ
ん
の

う
え
に
の
っ
て
お
こ
す
の
が
す

き
！
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん

は
お
な
じ
た
ん
じ
ょ
う
び
で
も
う

す
ぐ
だ
か
ら
、
お
い
わ
い
し
て
あ

げ
る
か
ら
ね
！

　

お
お
き
く
な
っ
た
ら
や
さ
し
い

か
ん
ご
し
さ
ん
に
な
る
よ
！

な
か
い
り
ん
ち
ゃ
ん
（
中
居

凜
、
６
歳
）
か
ら
父
・
和
樹
さ
ん
、

母
・
早
由
さ
ん
へ

　

マ
マ
は
お
り
が
み
と
か
お
え
か

き
で
あ
そ
ん
で
く
れ
る
よ
！
こ
ん

ど
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
る
か
ら
、

た
し
ざ
ん
も
お
し
え
て
く
れ
る
ん

だ
。
で
も
い
ち
ば
ん
た
の
し
い
の

は
、
そ
と
で
あ
そ
ん
で
い
る
と

き
！
ゆ
き
が
ふ
っ
た
か
ら
ゆ
き

が
っ
せ
ん
が
し
た
い
な
～
。

　

パ
パ
は
い
っ
ぱ
い
こ
ち
ょ
こ

ち
ょ
し
て
あ
そ
ん
で
く
れ
る
よ
。

う
み
の
い
ち
ば
の
お
し
ご
と
に
バ

ス
の
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん
、
な
ん

で
も
で
き
て
か
っ
こ
い
い
ん
だ
！

パ
パ
も
マ
マ
も
い
っ
し
ょ
に
お
に

ご
っ
こ
を
し
た
い
な
～
。

　

お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
り
ん
の

マ
マ
み
た
い
な
や
さ
し
い
マ
マ
に

な
り
た
い
な
！

しほちゃん（左）とりんちゃん（右）
（はまゆり子ども園さくら組）

普代参拾伍番館１月の予定は…

　◎ 1/12（土）キャンドルづくり
　　（満員御礼）
　◎ 1/13（日）　あみものの日
※ 12/28 ～ 1/8、1/18、日曜日、月曜日、
火曜日はお休みします
※臨時休業あり　お電話でご確認ください
（☎ 080-6011-3535）

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
４
㌻
か
ら
、
②
は

16
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　
①
河
津
町
役
場
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
河
津
桜
の
苗
は
何
本
で
し
ょ

う
？

　

Ａ　

25
本　

Ｂ　

１
２
５
本　

Ｃ　

２
２
５
本

広
報
ク
イ
ズ

　
②
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
演
芸
会
に
は
何
団
体
が
出

演
し
た
で
し
ょ
う
？

　
Ａ

　
12
団
体

　
Ｂ

　
13
団
体

　

Ｃ
　
14
団
体

　【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
１
月
８
日︵
火
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
11
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ　

②-

Ｂ

　
○
応
募
総
数
…
５
通
で
５
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
大
坪
楓
く
ん
（
久

慈
市
・
３
歳
）
②
滝
澤
き
ら
ら
さ

ん
（
久
慈
市
・
９
歳
）
③
鈴
木
想

來
ち
ゃ
ん
（
久
慈
市
・
３
歳
）

　本年もご利用いただきましてありがとうござい
ました。年末は 30日まで営業していますので
よろしくお願いします。

＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625 ／ 080 − 1875 − 1408



13　　広報ふだい　No.679 2018(H30)12月号　　12

　平成 31年４月からの子ども園や保
育所の利用を希望する方は、施設の入
所申し込みを行う必要があります。
　申込期限は平成 31年２月８日まで
となっておりますので、忘れずに申し
込みをしてください。
　なお、現在子ども園や保育所に通園
している場合は、役場から申込書が配
布されます。申込書の請求や
詳しい内容などは役場住民福祉課（☎
35-2113）まで。

　義肢や装具などの購入や装具の適合
を判断する巡回相談を次のとおり実施
します。
▶日時…平成 31 年１月 25 日（金）
11：00～ 14：00
▶場所…元気の泉
　参加には予約が必要です。申し込み
やお問い合わせは役場住民福祉課（☎
35-2113）まで。

交通安全 対策情報

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

これまでの合計額　52,352,831円

ふるさと応援寄付金
（11月１日〜11月30日分、159件）

  ■村内の交通事故《11月》
	 人身事故　０件（２件）

	 物損事故　２件（28件）

	 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《11月》  12件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 県内33市町村中ワースト順位…１位
（平成30年10月31日現在）

	 村内の検挙者数《10月》 １人（２人）

	 県内の検挙者数《10月》 27人（255人）

	 ※（ ）内は１月からの累計

お誕生おめでとう（２人）

砂合　　旭
あさひ

（翔・史実）� 太田名部

前川　獅
し

凰
おん

（瞬・華恵）　　　 白井

ご結婚おめでとう（１組）

相模　大地� 雫石町

澤口　沙紀� 上区

お悔やみ申し上げます（５人）

畑中　与七　　　堀　内� 89歳

金子セツ子　　　旭日区� 71歳

道下ミサヲ　　　白　井� 96歳

駒木　清道　　　黒　崎� 80歳

前川ミチ子　　　白　井� 73歳

）

久慈地区法律相談
▶期日…１月９日 (水)、18日(金)▶
時間…10:30〜15:30▶場所…久慈市役
所▶問い合わせ先…久慈市役所生活環
境課（☎ 0194−54−8003）

多重債務者相談
▶期日…１月24日(木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…１月16日(水) 10:00〜15:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター
（☎ 0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…１月8日(火) ①エイズ・肝炎・
梅毒・性器検査：15:00〜17:30 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00〜17:30

精神保健福祉相談
▶日時…１月18日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…１月21日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

　毎年、雪のシーズンになると除雪機
による事故が多発しています。除雪機
を使う際には、次の注意事項に気を付
け、正しく、安全に作業を行ってくだ
さい。
▶注意事項…①安全装置が正しく作動
しない状態では絶対に使用しない②除
雪機を使用する場合は、周囲に人がい
ないことを確認し、人を絶対に近づけ
ない。また人が近づいてきた場合は、
除雪機を直ちに停止できるような状態
で除雪を行う③投雪口に雪が詰まった
場合、エンジンを停止し、オーガやブ
ロアの回転が停止したことを確認して
から雪かき棒で雪を取り除く④除雪機
を使用する際、足元や周囲の障害物に
注意を払い、無理のない速度で使用す
る
▶問い合わせ…一般社団法人日本農業
機械工業会／除雪機安全協議会（☎
03-3433-0415）

　保険料を納め忘れの状態で障害や死
亡といった不慮の事態が発生すると、
障害基礎年金や遺族基礎年金を受けら
れない場合があります。経済的な理由
等で国民年金保険料を納付することが
困難な場合には、「保険料免除制度」「納
付猶予制度（50 歳未満）」「学生納付
特例制度」がありますので、役場など
の年金窓口で手続きをしてください。
　失業等で保険料の納付が経済的に困
難になったものの、申請を忘れていた
期間がある方は、役場住民福祉課（☎
35-2113）または宮古年金事務所（電
話 0194-62-1963）まで。
　　

　10 月１日から岩手県最低賃金は時
間額 762 円です。最低賃金は、県内
で働くすべての労働者に適用され、賃
金額が時間額 762 円を下回っている
場合は、10 月１日以降の賃金額を改
正する必要があります。
　お問い合わせは岩手労働局労働基準
部賃金室（☎ 019-604-3008）まで。

　岩手県では、「事業復興型雇用確保
助成金」の申請を受け付けています。
沿岸 12市町村に所在し、国または自
治体の補助金・融資事業等などを活用
している事業所が求職者を雇用した場
合、３年間で１人あたり最大 120 万
円を助成します。また、雇入れに先立っ
て住宅支援の導入等を行った場合、１
年間で最大 240万円を助成します。
▶ 申 請 期 間 …平成 30 年 12 月３日
（月）～平成 31年１月 31日（木）

▶申請対象…平成 30 年 11 月１日～
平成 31年１月 31日までの雇入れ
　申請やお問い合わせは岩手県事業復
興型雇用創出助成金事務センター（☎
019-601-5263）または県ホームペー
ジでご確認ください。

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連
合会では離婚や養育費についてのお困
りごとやお悩みなどの弁護士による無
料相談会を次のとおり行います。
▶日時…平成 31 年１月 23 日（水）
10：00～ 15：00
▶場所…久慈地区合同庁舎２階相談室
▶対象…ひとり親家庭、寡婦の人など
　お申し込みなどは県北広域振興局保
健福祉環境部（☎ 0194-53-4982）
または久慈市母子寡婦福祉協会長（☎
0194-53-2839）まで。

雇用確保助成金

とき：平成 31年１月５日（土）

ところ：自然休養村管理センター

医科・歯科診療所の休診
12/29  （土）から１/３ （木）まで
　休診中の病気やけがなどは、県

立久慈病院などでの受診をお願い

します。また社会体育館、管理セ

ンター、Ｂ＆Ｇ海洋センターも同

じ期間休みとなります。

　ご不便をおかけいたしますがよ

ろしくお願いします。

平成 31 年　成人式

子ども園入所申し込み

国民年金の納め忘れに注意

ひとり親家庭の法律相談

最低賃金は 762 円

除雪機の事故に注意を！

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

使いすてコンタクトレンズ使いすてコンタクトレンズ

今年も一年間ありがとうございました�

「年末年始」
コンタクトレンズは
間に合いますか。

ご注文はお早めに
どうぞ！

よいお年を

11月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

ご存じ
ですか ?

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

 困っていたら相談を！

久慈保健所での相談

補装具の巡回相談

平成 31 年新年交賀会
　新年の躍進を願い、村新年交賀
会を次のとおり開催します。
▶日時…平成 31年１月５日（土）
16：00～
▶場所…国民宿舎くろさき荘
　参加報告や会費、送迎バスにつ
いてなどお問い合わせは村新年交
賀 会 実 行 委 員 会 事 務 局（ ☎
35-2111）まで。
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１月のこんなこと、あんなこと

第 10 回ふだい夢
つなぎカルタ大会

成人の日

元　日

２歳児健康教室
（ 受 付：12：30
～ 12：45、◯保）

普代中学校３学期
始業式

普代小学校３学期
始業式
はまゆり子ども園
３学期始業式

乳児検診（受付：
12：15 ～ 12：
40、◯保）
ブックスタート

村県民税第４期納
期限／国民健康保
険税第５期納期限

冬期特定健診・各
種がん検診・骨粗
しょう症検査◯保

成人式◯管
新年交賀会

体育施設無料開放日

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

普代村消防団出
初式
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普代村役場各課からのお知らせ・話題
　

冬
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

が
12
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
展
開

さ
れ
、
12
月
１
日
に
交
通
安
全
関

係
者
な
ど
約
30
人
が
普
代
郵
便
局

前
と
三
陸
沿
岸
道
路
普
代
道
路
の

役
場
前
イ
ン
タ
ー
付
近
で
交
通
安

全
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
街
頭

指
導
を
行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

冬
は
日
没
が
早
く
な
る
こ
と
か

◆
総
務
課
か
ら

　

飲
酒
運
転
な
ど
の
防
止
を

◆保健センターから

受けよう！冬期健診・各種がん検診

ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ラ
イ
ト
の
早

め
点
灯
を
心
掛
け
、
歩
行
者
は
夜

光
反
射
材
を
活
用
し
、
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
年
末
年
始
を
控
え
た

こ
の
時
期
は
飲
酒
の
機
会
が
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
た
場
合
、
た

と
え
少
量
で
も
運
転
へ
の
影
響
は

大
き
く
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

は
当
事
者
や
大
切
な

家
族
の
人
生
を
狂
わ

せ
る
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
①
運
転
す
る
な

ら
酒
を
飲
ま
な
い
②

運
転
す
る
人
に
酒
を

提
供
し
な
い
③
酒
を

飲
ん
だ
人
に
車
を
提

供
し
な
い
④
酒
を
飲

ん
だ
人
の
車
に
同
乗

し
な
い
を
心
掛
け
、

飲
酒
運
転
は
単
な
る

交
通
違
反
で
は
な
く

悪
質
な「
犯
罪
行
為
」

と
強
く
自
覚
し
、
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
！

日時：平成 31年１月４日（金）11：00～ 12：00
場所：普代村保健センター

　次の日程で冬期健診・各種がん
検診が行われます。詳細は、全戸
配布したチラシをご覧ください。
※喀痰・大腸がん検査の容器は事
前配布もできます（当日配布も可）。
事前配布を希望する方は 12 月 28
日までに保健センター（役場住民
福祉課隣）にお越しください。

冬の交通事故防止県民運動の様子

　冬期健診・各種検診に関するお問い合わせは役場保健センター（☎

35-2211）まで。

撮影のご予約・お問合せは ☎35－2594

予約受付中！
肖像写真技能士

カトウ写真館
普代村中央区

　キャビネ判以上注
文の方マイカレンダ
ープレゼント�

特典付

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
）

　　１月　靴のまわたり

普代ポイントカード会　☎35−2132

　毎月普代村共通商品券（500 円）と抽選会場加
盟店からのプレゼントが20 名様に当たるラッキ
ーチャンス、１月の抽選会場は次のとおりです。

中央区    ☎35－2022

福袋売り出し！
　平成 31 年１月１日から５日まで

靴のまわたり



▼
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
今
年

も
あ
と
一
週
間
程
度
。
早
い
も
の
で

２
０
１
８
年
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
１
年
ど
こ

ろ
か
次
の
土
日
ま
で
も
長
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
年
々
時
の
流
れ
が

速
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の

で
不
思
議
で
す
▼
今
年
は
す
で
に
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
雪
が
積
も
っ
て
お
り
、

地
面
も
凍
結
。
暗
く
な
る
の
も
早
ま

り
、
運
転
が
怖
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
ず
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
、
安
全

運
転
で
元
気
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
▼
そ
れ
で
は
月
並
み
で
す

が
、
今
年
１
年
も
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
よ
い
お
年
を
！

（
坂
本　

)

■発行日　平成30年12月20日　■ホームページ　http://www.vill.fudai.iwate.jp　■電子メール　fudai@vill.fudai.iwate.jp
■編集　普代村役場総務課　〒028−8392　岩手県下閉伊郡普代村第９地割字銅屋13番地２
■電話 0194−35−2111　■ FAX 0194−35−3017　■印刷　有限会社　九戸印刷

広報　　　 12月号 №679

		  前月比	 前年比
人　口	 2,721人	 （－３）	 （−55）
  （男）	 1,353人	 （－２）	 （−22）
  （女）	 1,368人	 （－１）	 （−33）
世　帯	 1,149戸	 （＋４）	 （－10）

人口と世帯11月末現在

　第 16回歳末たすけあいチャリティー演芸会・第 15回ボランティアフェスティバル
（村社会福祉協議会など主催）が 12月２日、社会体育館を会場に行われました。
　今年は各地区の婦人会や各種団体など 14団体が芸を披露。歌や踊り、神楽、演奏
などが次々と繰り広げられ、訪れた観客約 200人を魅了しました。体育館の後方では
村民生児童委員が休憩スペースを設置。お茶やコーヒーを振る舞いました。
　演芸会は歳末たすけあい運動の共同募金運動の一環で実施しており、集まった募金
や入場料は、今後の地域福祉の充実に役立てられます。

①スタートを飾った普代中七頭舞同好
会②ふだいまつりでも好評だった二人
の歌に喝采③演芸会を盛り上げた盆踊
り保存会の太鼓④力強く響き渡った金
城秋男さんの歌唱⑤⑥⑦⑧各地区の婦
人団体等もさまざまな出し物を披露⑨
普代２年も堂々ステージ発表⑩利扇会
の華麗な舞⑪ Shinys もきらびやかなダ
ンスを披露⑫威勢のいい太鼓を打ち鳴
らしたふだい荒磯太鼓⑬てぼかい合唱
団は「お母さん元気ですか」など披露
⑭多彩な発表に演芸会は大盛況でした
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